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講演題目 

地域の基幹産業である茶を用いての人材育成と県立大学へのアイデンティティの向上 

研究の目的、成果及び今後の展望 
目的；  

お茶を用いた様々な活動を継続化することにより、県立大学の知名度をより一層高めるとともに、

静岡を代表するお茶を用いて学生さんの県立大学へのアイデンティティをより一層深め、実りある学

生生活につなげていくことを目的とする。 

成果；  

(1)茶学教育による人材育成：(しずおか学)「茶学入門」や県民・業界関係者などへのセミナー、大学

間連携による(ふじのくに学)「茶」などを活用し茶による人材育成を行った。 

(2)Free Tea Café で茶を愉しむ：月一回の Free Tea Café の開催や食堂での各種お茶の提供を行な

い、様々なお茶を愉しむ中で大学へのアイデンティティを高めた。 

(3)留学生に茶を通して日本の文化を愉しんでいただく：国際学生寮の留学生を始めとし、留学生など

を対象とし、日本茶を通じて日本の文化を学びながら国際交流を図った。 

(4)お茶による地域との連携強化：学生によるお茶を介しての地域活性化に向けた活動支援や学内に芽

生えた自主的お茶サークルの活動をサポートした。 

今後の展望； 

本年度はお茶に関する幅広な情報提供やこれまで以上に美味しいお茶を愉しむ方法の発信を学内外

に向けて行なってきた。さらには、留学生を対象とした日本茶の総合講座を行ったり、また、「学生に

美味しいお茶を」プロジェクトをより一層拡大・推進し、食堂以外においても美味しいお茶を愉しん

でいただくためのイベントや急須を持っていない学生のために様々なお茶の愉しみ方を提案してきた

が、下食堂での Free Tea Café は予想以上に好評のため今後も継続していく予定である。 

 


